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25
年
度
当
初
予
算

24
年
度
補
正
予
算

条
例
改
正
等

　

３
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
５
つ
の
特
別
会
計
の
新
年
度
予
算
な
ど
34
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

３
月
村
議
会
定
例
会
新
年
度
予
算
等　

　

34
議
案
を
審
議
・
可
決

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
並
び
に
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
の
各
特

別
会
計
の
新
年
度
当
初
予
算
が
審
議

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
17
億
８
０
０
０

万
円
で
、
24
年
度
と
比
較
し
て
４
０

０
０
万
円
、
2.3
％
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
並
び
に
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
の
各
特

別
会
計
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
は
、
２
億
１
２
０

３
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額

21
億
４
３
４
４
万
１
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

◆
東
秩
父
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◆
東
秩
父
村
行
政
財
産
使
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
関
係
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
各
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
社
会
教
育
委
員
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
公
民
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
人
口
減
少
に
伴
い
、
適
正
な

委
員
の
人
員
構
成
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
在
宅
介
護
支
援
事
業
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

（
内
容
）
東
秩
父
村
在
宅
介
護
支
援

事
業
条
例
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
介
護
保
険
法
に
よ
り
包
括
さ

れ
た
た
め
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例

◆
東
秩
父
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
東
秩
父
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
東
秩
父
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
者
等
の
指
定
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

◆
東
秩
父
村
が
管
理
す
る
村
道
の
構

造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
東
秩
父
村
準
用
河
川
管
理
施
設
等

の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
東
秩
父
村
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る

条
例

（
内
容
）
必
要
な
事
項
お
よ
び
基
準

等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
条
例

の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て（
内
容
）
村
道
１
２
０
７
号
線
の
管

理
延
長
を
延
ば
し
た
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
に
つ
い
て

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
の

脱
退
・
加
入
お
よ
び
規
約
変
更
を
す

る
も
の
で
す
。

高
野 

貞
宜
議
員

質
問　

和
紙
の
里
事
業
運
営
に
つ
い
て

（
内
容
）
設
置
以
来
約
25
年
が
経
ち

当
初
の
目
的
に
対
し
、
現
状
の
評
価

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

技
術
後
継
者
の
習
熟
度
合
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て

答
弁　

和
紙
の
里
の
経
営
の
安
定
や

健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、
収
益
率
の

良
い
自
家
製
品
の
販
売
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
も
、
後
継
者
育
成
が
急
務

と
考
え
ま
す
。
技
術
保
持
者
の
お
力

や
和
紙
の
里
の
取
締
役
会
に
諮
っ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
活
性
化
、
住
民
定
住
の
寄

与
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

答
弁　

近
年
の
社
会
経
済
状
況
の
影

響
等
で
、
和
紙
の
里
の
来
場
者
が
減

少
し
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も

陰
り
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
村
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
状
の
問
題
点
を
把
握
し
、
対
策
を

立
て
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

今
後
、
建
物
に
よ
っ
て
は
修

繕
が
発
生
し
て
く
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
議
会
と
協
議
の
う
え
、
施
設

の
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
展
開
お
よ
び
事
業

（
営
業
）
目
標
と
、
そ
の
達
成
に
む

け
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

答
弁　

村
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
第
５

次
総
合
振
興
計
画
の
中
で
の
位
置
づ

け
を
基
に
、
和
紙
の
里
を
取
り
巻
く

内
外
の
環
境
を
分
析
し
、
「
和
紙
の

里
」
全
体
と
し
て
の
魅
力
の
創
造
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
来

館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
、
体
験
・

買
い
物
・
散
策
・
食
事
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
文
化
や
芸
術
を
伝

え
、
村
に
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込

む
た
め
の
一
大
交
流
拠
点
と
な
る
よ

う
、
事
業
の
展
開
を
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。



質
問　

期
日
前
投
票
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て

（
内
容
）
高
齢
者
の
投
票
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
期　

日
前
投
票
を
行
う
人
が
多
く
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
が
。

　

宣
誓
書
の
記
載
を
簡
素
化
し
て
記

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

宣
誓
書
の
様
式
は
、
法
令
等

で
定
め
た
必
要
最
小
限
の
事
項
に
つ

い
て
記
載
を
お
願
い
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
当
村
で
は
県
で
定
め
ら
れ

た
統
一
様
式
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
以
上
の
簡
素
化
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

宣
誓
書
を
投
票
入
場
券
の
裏
に
印

刷
し
、
事
前
に
自
宅
で
記
載
で
き
る

よ
う
に
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
心

理
的
負
担
を
軽
減
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

宣
誓
書
に
事
前
に
記
入
し
て

も
ら
い
持
参
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
別
人
に
な
り
す
ま
し
て
の
投
票

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
期
日
前
投
票
所

へ
来
て
か
ら
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
る
面
も

あ
り
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
な
い
当
村
で
は
、
事
務
処
理
の
面

か
ら
も
、
現
時
点
で
の
対
応
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

　

投
票
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

宣
誓
書
は
不
要
と
考
え
る
が
。

答
弁　

公
職
選
挙
法
施
行
令
第
49
条

の
８
の
規
定
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
行

で
は
省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　

移
動
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て

答
弁　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

期
日
前
投
票
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

ケ
ー
ス
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
期
日

前
投
票
所
を
複
数
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
、
現
状
の
体
制
で
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
進
む
超
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
、
定
め
ら
れ
た
制
度
や
体
制
の
中

で
、
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
い
か
に
し

て
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

提
供
し
て
い
け
る
か
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

医
療
費
削
減
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
使
用
を
積
極
的
に
薦
め
る
こ

と
が
、
村
の
財
政
運
営
と
個
人
の
医

療
費
削
減
に
大
事
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬

に
は
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
特
許
権
の
な
い
安
価

な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す

れ
ば
、
個
人
負
担
ま
た
医
療
保
険
財

政
の
改
善
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
村
で
も
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
対

し
て
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
付
き
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新
時
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
は
、
定
期
的
、
継
続
的
に
薬

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
40
〜
50
人
程

度
を
抽
出
し
、
先
発
医
薬
品
と
同
等

の
薬
効
を
持
つ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
換
え
た
場
合
と
の
差
額
に
つ
い

て
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

質
問　

高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
の

取
組
み
に
つ
い
て

（
内
容
）
高
齢
化
社
会
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
構
想
を
立
て
て
い
る
の
か
。

答
弁　

村
の
高
齢
者
に
対
す
る
施
策

は
、
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
と
「
介

護
保
険
計
画
」
を
併
せ
た
「
高
齢
者

福
祉
介
護
計
画
」
を
策
定
し
、
様
々

な
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
そ

の
取
り
組
み
は
、
高
齢
化
社
会
に
向

か
っ
て
の
構
想
に
お
い
て
切
り
離
せ

な
い
事
業
で
あ
り
、
そ
の
継
続
と
拡

充
の
推
進
は
、
最
重
要
施
策
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
域
の
集
会
施
設
を
巡
回
で
活
用
し
、

健
康
づ
く
り
介
護
予
防
啓
発
事
業
と

し
て
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
「
元
気
老

人
」
を
対
象
に
、
軽
い
体
操
・
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

手
芸
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
健
康

維
持
と
お
し
ゃ
べ
り
に
よ
る
参
加
者

同
士
の
親
交
を
図
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
い
つ
で
も
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

げ
る
憩
い
の
場
は
、
村
内
に
は
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
既
存
の
施
設

を
様
々
な
同
好
会
や
趣
味
の
会
等
で

有
効
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
焼
却
場
の

建
設
を
。

（
内
容
）
小
川
地
区
衛
生
組
合
の
焼

却
施
設
が
、
老
朽
化
に
よ
り
億
単
位

の
修
繕
費
が
掛
か
り
、
広
域
化
の
検

討
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
建
設

地
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
が
最
適

か
と
思
う
が
。

答
弁　

平
成
20
年
度
に
、
効
率
的
な

ご
み
処
理
体
制
が
確
立
で
き
る
よ
う

に
、
１
日
当
た
り
の
焼
却
能
力
が
３

０
０
ト
ン
以
上
と
な
る
施
設
整
備
が

確
立
で
き
る
よ
う
「
第
２
次
埼
玉
県

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
現
在
は
吉
見
町
、
東
松
山
市
、

桶
川
市
と
小
川
地
区
衛
生
組
合
を
構

成
す
る
小
川
町
、
嵐
山
町
、
滑
川
町
、

と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
の
８
市
町

村
の
枠
組
み
で
広
域
化
に
向
け
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
段
階
で
焼

却
プ
ラ
ン
ト
を
東
秩
父
村
の
地
に
設

置
す
る
考
え
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

田
中　

丈
司
議
員

質
問　

東
秩
父
分
署
の
新
用
地
に
つ

い
て

（
内
容
）
こ
の
度
廃
校
に
な
る
西
小

学
校
の
校
庭
が
、
建
設
地
に
最
適
と

考
え
る
が
。

答
弁　

今
後
、
議
員
や
消
防
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
う
と
と
も

に
、
消
防
本
部
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
建
設
地
の
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

（
内
容
）
計
画
の
進
行
状
況
を
伺
い

た
い
。　

答
弁　

平
成
24
年
10
月
に
、
「
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
調
査
設
計
業
務
」
に

着
手
し
、
現
地
調
査
を
は
じ
め
、
現

在
ま
で
担
当
者
レ
ベ
ル
に
よ
る
８
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
、

シ
ス
テ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
調
整
を

重
ね
、
平
成
25
年
度
の
施
工
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
実

施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
議
員
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

福
島　

重
次
議
員

質
問　

村
長
選
に
お
け
る
約
束
と
新

年
度
予
算
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
長
選
の
約
束
が
、
新
年

度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁　
　

「
村
長
の
給
料
30
％
減
額
」

に
つ
い
て
は
す
で
に
実
施
し
、
副
村

長
、
教
育
長
に
つ
い
て
も
同
様
に
減

額
し
て
あ
り
ま
す
。

　

「
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

城
山
保
育
園
に
お
い
て
１
歳
児
か
ら

の
低
年
齢
児
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
対
象
を
、
６
か
月
以
上
18

歳
未
満
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
者

に
拡
大
し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

　

田 

英
夫
議
員



し
ま
す
。

　

「
若
者
の
定
住
促
進
」
に
つ
い
て

は
、
労
働
条
件
を
満
た
す
雇
用
の
場

を
生
み
出
す
手
立
て
と
し
て
、
遊
休

地
活
用
は
一
つ
の
方
法
か
と
考
え
て　

い
ま
す
。

　

「
廃
校
施
設
の
有
効
活
用
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
推
移
を
見
つ
め
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
村
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
元
気
な
お
年
寄

り
が
末
永
く
健
康
維
持
が
で
き
要
介

護
に
な
ら
な
い
よ
う
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
の
各
種
介
護
予
防
事
業
を
実
施

し
、
高
齢
者
の
集
う
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
図
り
な
が
ら
、
ひ
い
て
は
医
療

費
の
削
減
に
結
び
つ
く
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
医
療
の
充
実
」に
つ
い
て
は
、平

成
25
年
度
よ
り
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
・

水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
３
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
予
定

し
、
予
防
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
に
お
い
て
、

新
た
な
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、
県
の
防
災
計
画
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
村
の
実
情
に
沿
っ
た

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
消
防
署

東
秩
父
分
署
の
建
設
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
活
用
」
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
な
い
と
こ
ろ
に
若

者
の
定
住
も
見
込
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し

て
、
税
を
生
み
出
す
企
業
誘
致
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

交
付
税
減
額
と
職
員
給
与
に

つ
い
て

（
内
容
）
国
の
平
成
25
年
度
予
算
案

で
は
、
地
方
交
付
税
を
前
年
度
比
３

９
０
０
億
円
削
減
す
る
こ
と
が
大
臣

折
衝
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
減
額
要
因
は
、
７
月
か
ら
地
方
公

務
員
の
給
与
を
減
額
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
本
村
に
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
。
ま
た
、
職
員
の
退
職

金
、
市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ
の
退

職
負
担
金
に
つ
い
て

答
弁　

国
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
お

よ
び
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
必

要
性
に
鑑
み
、
一
層
の
歳
出
削
減
が

不
可
欠
と
の
理
由
か
ら
、
平
成
24
・

25
年
度
の
２
年
間
に
限
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
を
平
均
7.8
％
減
額
支
給

す
る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。
地
方
に

も
国
の
措
置
に
準
じ
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
こ
れ
は
、
各
団
体
一
律
に
現

状
か
ら
さ
ら
に
7.8
％
を
削
減
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
公

務
員
の
減
額
措
置
後
の
水
準
と
比
較

し
て
、
国
を
上
回
っ
て
い
る
団
体
に

国
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
よ
う
求

め
て
い
る
も
の
で
、
本
村
職
員
の
給

与
水
準
は
、
国
家
公
務
員
の
減
額
措

置
後
よ
り
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま

す
し
、
国
の
基
本
的
な
考
え
方
お
よ

び
減
額
措
置
の
要
請
の
趣
旨
に
照
ら

し
合
わ
せ
れ
ば
、
本
村
の
給
与
水
準

を
引
き
下
げ
る
必
要
は
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
へ

の
影
響
は
、
現
時
点
で
の
把
握
は
困

難
で
す
。
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、

民
間
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、

法
律
上
設
け
ら
れ
て
い
る
「
調
整
率
」

を
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
退
職
手
当

負
担
金
は
、
一
般
負
担
金
の
平
成
24

年
度
決
算
見
込
み
額
で
、
４
３
７
０

万
３
千
円
、
平
成
25
年
度
予
算
ベ
ー

ス
で
４
４
０
０
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

質
問　

小
学
校
統
合
後
の
教
諭
の
人

選
に
つ
い
て

（
内
容
）
「
槻
川
小
学
校
」
の
教
職

員
を
選
ぶ
基
準
が
あ
る
か
。

答
弁　

両
校
の
児
童
が
槻
川
小
学
校

の
新
し
い
環
境
に
早
く
慣
れ
、
明
る

く
元
気
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
槻
川
小
学
校
の
教
職
員
に
つ
い

て
は
、
男
女
比
、
経
験
年
数
、
主
任

経
験
教
科
等
を
含
め
、
東
西
小
学
校

の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
配
置
を
進

め
て
い
ま
す
。

住宅用家屋証明手数料
         について
　これまでは住宅用家屋証明手数料を規定せず、

その他証明（２００円）としていました。

　平成２５年４月１日から住宅用家屋証明手数

料を新設して、１,３００円とします。

※住宅用家屋証明とは、租税特別措置法に基づ

　いて、不動産登記に係る登録免許税の軽減を

　受ける際に、当該家屋が住宅用家屋である旨

　を証明するものです。住宅を新築して所有権

　保存登記をする際に、通常０.４％で計算され

　る登録免許税が０.１５％に軽減されます。

問合せ　税務課 　８２－１２２４

住民基本台帳の
閲覧が行われました
　東秩父村住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関

する事務取扱要綱第１４条第１項第１号および第

２号の規定により公表いたします。

・請求機関の名称：防衛省

・請求事由の概要：自衛官等の募集および採用

  （根拠法令：自衛隊法第２９条１項、同第３５条）

・閲覧年月日：平成２４年１１月２０日

・閲覧に係る住民の範囲：

① 平成３年４月２日から平成４年４月１日までの

　 間に生まれた男子

② 平成１０年４月２日から平成１１年４月１日ま

　 での間に生まれた男子

問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１



　国の重要無形文化財に指定されている紙漉技術である「細川紙」（小川町・東秩父村）が、３月４日に開催

された国の文化審議会の審議に基づき、石州半紙（島根県）および本美濃紙（岐阜県）と併せ、３件を一括し

た「和紙：日本の手漉和紙技術」としてユネスコ無形文化遺産の提案候補とされることが決定し、６日文化庁

より発表されました。

　なお、ユネスコ無形文化遺産保護条約の「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に記載されるかどうかの

最終決定は、平成２６年１１月頃の見込みです。
○名　称 「和紙：日本の手漉和紙技術」

○構　成 　　　  名　　称　　　保　持　団　体　　　　  保 持 団 体 の 所 在 地

細 川 紙　　　細川紙技術者協会　　　　 埼玉県小川町・東秩父村

　　　　　　　　石州半紙　　　石州半紙技術者会　　               島根県浜田市

　　　　　　　　本美濃紙　　　本美濃紙保存会　　               岐阜県美濃市

○今後の主な予定
　平成２５年４月２日  国からユネスコ事務局への提案書提出期限
　平成２６年１１月頃  ユネスコの政府間委員会における審査

《 ユネスコ「無形文化遺産」 》
○ ユネスコで「無形文化遺産保護条約」に基づいて審査され、「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」（「代表一

　 覧表」）に記載された、芸能・祭礼行事・工芸技術等などの無形の文化財のこと。

○ 世界で２５７件、日本からは「雅楽」「京都祇園祭の山鉾行事」「結城紬」など２１件の重要無形文化財および重要無

　 形民俗文化財が掲載されている。

○ その他のユネスコの主な「遺産事業」の制度

　 世界遺産　 世界文化遺産（世界で７４５件、日本では「平泉」など１２件）

 　　　　　　世界自然遺産（世界で１８８件、日本では「小笠原」など４件）

ユネスコ無形文化遺産 

「細川紙」（小川町・東秩父村）が候補に
　　～国の文化審議会が提案候補とすることを決定～

ユネスコ無形文化遺産 

「細川紙」（小川町・東秩父村）が候補に
　　～国の文化審議会が提案候補とすることを決定～

●空間放射線量
　埼玉県による空間放射線量測定が東小学校で行われました。

☆測定結果（２月測定分）〔単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時〕

　　　　　測　定　日　　 測定値（地表1ｍ）

　　　　　２月１３日　　　　０.０５６

　　　　　２月２７日　　　　０.０４８

　国の基準では、０.２３マイクロシーベルト毎時を超えた地
域を汚染状況重点調査地域として指定しています。東小学校
で測定された値は０.２３マイクロシーベルト毎時以下である
ことから基準値内といえます。

●水道水（原水・浄水）
　東秩父村の水道水は、放射性物質（ｾ ｼ ｳ ﾑ134・ｾｼｳﾑ137）
の検査の結果、国の指標（ｾ ｼ ｳ ﾑ134およびｾｼｳﾑ137の合計
値が10ﾍ゙ ｸﾚﾙ／ｷﾛｸﾞﾗﾑ以下）を下回っています。
　現在のところ、水道水の安全性に問題はありません。

検査機関　　日本環境調査研究所

◆原水　採水日　3月13日　 ◆浄水　採水日　3月6日
　　　　測定日　3月14日　　　　　 測定日　3月7日

全浄水場　検出限界未満　　　 全浄水場　検出限界未満

※検出限界未満とは、検査で放射性物質が検出可能な最少量

　未満です。

東秩父村における放射能に関するお知らせ
●農産物等　
　 検査機関：財団法人 日本冷凍食品検査協会
                　　　　　　　       　 横浜試験センター
　　　　　　 一般財団法人　新日本検定協会　
    　　　　　　　　　　　　      S K横浜分析センター

平成２４年４月１日以降検査　  【単位：ﾍ゙ ｸﾚﾙ／ｷﾛｸﾞﾗﾑ】

（注）「〈○○」とは、検査機器で測定できる検出限界値（1.6～4.4ベクレル／

　　　　キログラム）未満であることを示します。

品　　  目

フキノトウ

原木シイタケ
（施設シイタケ2）

採　取　日

結果判明日

３月４日

３月７日

３月４日

３月７日

放 射 性 物 質

セシウム

１３４

〈５.１
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セシウム

１３７

  〈３.０

２８.１

２９.７

セシウム

計

ー

４５

４５

１００

５０

基 　準 　値（ 一 般 食 品 ）

シイタケ（原木・ほだ木）

せきしゅうばんし
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国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

合併処理浄化槽事業

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

　　　　計

平成25年度

1 , 7 80 , 0 0 0

449 , 0 0 0

421 , 0 0 0

45 , 0 0 0

36 , 2 0 0

79 , 4 0 0

1 , 0 3 0 , 6 0 0

2 , 8 1 0 , 6 0 0

平成24年度

1 , 7 40 , 0 0 0

450 , 0 0 0

417 , 6 0 0

63 , 0 0 0

36 , 5 0 0

83 , 6 0 0

1 , 0 5 0 , 7 0 0

2 , 7 9 0 , 7 0 0

増　減　額

40 , 0 00

△1 , 0 00

3 , 4 0 0

△18 , 0 0 0

△300

△4 , 2 00

△20 , 1 0 0

19 , 9 0 0

  伸  び 率

2 . 3  

△0 . 2  

0 . 8  

△28 . 6  

△0 . 8  

△5 . 0  

△1 . 9  

0 . 7  

会 計 別 予 算 額

（単位：千円、％）

特　

別　

会　

計

歳　

入

歳　

出

主
要
事
業

特
別
会
計

予 　 算 　 総 　 額

会　　　計　　　名

一 　 般 　 会 　 計

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

17
億
８
０
０
０
万
円
で
編
成

　

歳
入
は
、
税
収
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
国
や
県
に
頼
っ
た
「
依
存
財

源
」
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
「
自
主
財
源
」
が
多
い
ほ
ど
、

村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
、

将
来
に
向
け
て
積
立
を
行
う
な
ど
行

政
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

　

東
秩
父
村
は
、
「
自
主
財
源
」
が

全
体
の
20
・
３
％
で
、
依
然
と
し
て

財
源
の
多
く
を
「
依
存
財
源
」
が
占

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
長
期
化
し
て

い
る
経
済
不
況
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
村
税
は
５

２
３
万
円
減
少
し
、
県
支
出
金
も
減

少
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
の
骨
格
で

あ
る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
よ
り

１
９
０
０
万
円
の
増
額
と
し
、
10
億

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
引
き
続
き
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
予
算
編
成
を
行
い
、
本
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
総
額
17
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
前
年
度
比
４
０
０
０
万
円
増
額
）
。

　

平
成
25
度
予
算
は
、
主
に
子
育
て
支
援
や
生
活
環
境
、
学
校
教
育
の
推
進
等
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
を
行
う
も
の
の
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
４
３
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

１
８
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た

（
歳
入
総
額
の
57
・
３
％
）
。
さ
ら

に
、
村
道
４
２
７
１
号
線
道
路
改
築

工
事
の
た
め
、
国
庫
支
出
金
が
昨
年

度
よ
り
５
８
０
６
万
円
増
加
し
、
１

億
４
６
３
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　　

歳
出
は
、
民
生
費
、
商
工
費
、
消

防
費
、
教
育
費
等
が
減
額
と
な
っ
た

も
の
の
、
総
務
費
、
農
林
水
産
費
、

土
木
費
等
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
歳
出
は
「
義
務
的
経
費
」

と
「
投
資
的
経
費
」
、「
そ
の
他
の
経

費
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
義
務
的
経
費
」
は
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
で
構
成
さ
れ
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
人

件
費
は
前
年
度
と
比
較
し
て
８
２
８

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

か
か
る
経
費
で
、
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
の
投
資
的
経
費
は
２
億

１
６
３
８
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
１
８
７
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
主
要
事
業
は
、
村

道
４
２
７
１
号
線
（
萩
平
か
ら
ふ
れ

あ
い
広
場
へ
）
道
路
改
築
事
業
を
進

め
、
生
活
交
通
網
の
基
盤
整
備
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
プ
ー
ル

の
改
修
工
事
の
設
計
を
行
い
、
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
護
者
の
経
済
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
学
校
給
食
費
お
よ
び
通
学
バ

ス
利
用
料
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
事
業
と
し
て
、
災
害
時
に
備

え
て
炊
き
出
し
用
品
や
備
蓄
食
糧
の

確
保
な
ど
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
特
定
の
収
入
を
支
出

に
充
て
て
独
立
し
て
や
り
く
り
す
る

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
10
億
３
０
６
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
０
１
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。



 

　　　 平成25年度の主要事業
◆子育て支援・低年齢児保育事業　　　　　　　1 7 9 万円

　　　　　　・子ども医療費無料化　　　　　　8 4 0 万円

　　　　　　・予防接種、ワクチン接種補助　　4 1 1 万円

◆生活・環境・村道4271号線の橋梁架設    １億５,０ 0 0 万円

◆観　　　光・「おいしい水」ペットボトル製造費      1 4 4 万円

◆文化財保護・歴史資料整理事業　　　　  　　 3 3 2 万円

◆防　　　災・炊き出し用品および備蓄食糧の確保等　4 4 0 万円

◆学校・教育・学校給食費および通学バス利用料の助成  2 4 5 万円

　　　　　　・小中学校プール改修・修繕工事設計費   3 7 4 万円

◆地域づくり・地域計画に基づく事業の実施　　2 8 9 万円

　    基金・村債の状況 
　　　  （２５年度末見込額）

◆基 金（貯金） １７億１,３７５万円 

　　　　　  　（前年度比1億1,568万円増）

　　　　　　　 うち財政調整基金

　　　　　　   １１億７,５０４万円

◆村 債（借金）１５億９,９４７万円

                      特別会計を含む

　　　　　　  （前年度比2,258万円減）

一般会計予算の状況

単位：千円単位：千円

歳 入
17.8億円

地方譲与税等
53,902
　3.0%

国庫支出金
146,346
　8.2%

村債
130,000
　7.3%

その他
74,362
  4.2%

村税
243,948
13.7%

地方交付税
1,018,000
　57.2%

県支出金
70,439
 4.0%

繰入金
43,003　2.4%

維持補修費
16,061　0.9%

扶助費
105,221
  5.9%

繰出金
124,090
  7.0%

その他
14,523
 0.7%

人件費
456,290
 25.6%

物件費
378,990
 21.3%

補助費等
350,030
 19.7%

公債費
118,415
  6.7%

17.8億円
性質別歳出

普通建設事業費
216,380
12.2%

普通建設事業費
216,380
12.2%

　子育ての経済的負担を軽減するため、４月から村内
小・中学校に通う児童・生徒の給食費５００円を助成
します。
  
　●月額給食費

　　対　　　象　　　新給食費　　　　旧給食費

　　小　学　生　　３，２００円　　　３，７００円

　　中　学　生　　３，９００円　　　４，４００円

　※助成した５００円は、児童生徒の給食食材費として
　　使用します。

４月より小学生・中学生の
　　　　　給食費を助成します

東秩父村教育委員会
開催日のお知らせ

　東秩父村教育委員会の会議を下　

記日程で開催します。

　

日　時　４月１８日（木）

　　　　午後１時３０分から

場　所　教育長室

問合せ　教育委員会事務局 　

　　　　　８２－１２３０



 

　

東
秩
父
村
観
光
協
会
主
催
の
第
７
回
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
あ
わ
せ
て
応
募
者

38
名
、
応
募
作
品
数
１
２
７
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
１
月
29
日
に
開
か
れ
、
推

薦
１
点
、
特
選
３
点
、
入
選
15
点
が
入
賞
と
な
り
、
２

月
28
日
、
東
秩
父
村
和
紙
の
里
に
お
い
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◆
推　

薦
＝
埼
玉
県
知
事
賞
・
東
秩
父
村
長
賞

　

「
楽
し
い
と
き
」
栗
島 

祥
次
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

◆
特　

選
＝
東
秩
父
村
議
会
議
長
賞

　

「
ふ
れ
あ
い
和
紙
の
里
」
真
下 

廣
義
（
深
谷
市
）

◆
特　

選
＝
東
秩
父
村
商
工
会
長
賞

　

「
お
会
式
に
て
」
馬
場  
章
（
東
秩
父
村
・
坂
本
）

◆
特　

選
＝
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

「
和
紙
の
里
雪
化
粧
」
岡
本 
辰
雄
（
小
川
町
）　

東秩父村「第７回観光写真コンクール」
入 賞 者 発 表

◆
入
選
＝
東
秩
父
村
観
光
協
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

立
川　

明
男
（
東
松
山
市
）

眞
下　

政
則
（
東
秩
父
村
・
大
内
沢
）

須
山　

祐
次
（
小
川
町
）

野
口　

仲
一
（
さ
い
た
ま
市
）

福
島　

榮
二
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

栗
島　

光
政
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

栗
島　

信
男
（
小
川
町
）

落
合　
　

清
（
小
川
町
）

大
木　

晴
雄
（
東
松
山
市
）

木
島　
　

宏
（
寄
居
町
）

新
井　

黄
石
（
小
川
町
）

船
生　

利
雄
（
川
越
市
）

金
益　

隆
志
（
日
高
市
）

大
久
根　

宏
（
東
秩
父
村
・
安
戸
）

吉
田　

文
治
（
小
川
町
）

◆
推
薦　

「
楽
し
い
と
き
」　

栗
島　

祥
次
さ
ん

◆特選　「和紙の里雪化粧」　岡本　辰雄さん

◆
特
選　

「
お
会
式
に
て
」　

馬
場　

章
さ
ん

◆
特
選　

「
ふ
れ
あ
い
和
紙
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
下　

廣
義
さ
ん



　

東
小
学
校
の
閉
校
式
が
２
月
23
日
、
西
小
学
校
の
閉
校

式
が
３
月
２
日
に
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、

歴
代
校
長
や
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
を
見
守
り
続
け
て

き
た
地
元
の
方
々
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
校
長
の
式
辞
、
続
い
て
足
立
村
長
の
あ
い
さ

つ
や
来
賓
に
よ
る
別
れ
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
校

旗
が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
年
ご
と
に
児
童
た
ち
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
披
露
し
、
大
勢
の
方
々
が
歓
声
と
拍
手
を
送
り
、
思
い

出
に
残
る
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

開
校
以
来
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、

長
い
歴
史
を
誇
る
東
西
小
学
校
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

４
月
８
日
に
は
、
新
た
に
「
槻
川
小
学
校
」
が
開
校
し
、

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなけ

ればなりません。しかし、学生の方は一般的に所得がない場

合や所得が少ない場合があるため、本人の所得が一定額以下

の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例

制度」があります。

●対象となる学生は
　大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専

修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一

部の海外大学の日本分校に在学する方です。また、夜間・定

時制課程や通信課程の方も含まれます。

●学生納付特例の承認期間は
　４月（または２０歳誕生月）から翌年３月までです。

　学生納付特例を承認された方で、引き続き同じ学校に在学

予定である場合、４月始めに「学生納付特例申請書（はがき）」

が送られてきますので、引き続き学生であれば、必要事項を

…東西小学校閉校式……東西小学校閉校式…ありがとう
　ずっと忘れない
ありがとう
　ずっと忘れない

東
小
学
校　

閉
校
式
で
校
歌
を
斉
唱

▲

第
２
部
も
盛
大
に

　

行
わ
れ
ま
し
た（
東
小
）

▲

第
２
部
で
は
子
ど
も
た
ち

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
小
）

▲

西小学校　最後に整列して校歌を斉唱▲

学生納付特例制度について
記入のうえご返送ください。ただし、在学する学校などを変

更された方は、村役場国民年金担当窓口で申請手続きが必要

です。

＊学生でない３０歳未満の方の場合には、本人および配偶者

　の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶

　予される「若年者納付猶予制度」があります。

＊これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のままにして

　おくと、不慮の事故などにより障害が残った場合に、障害

　年金を受けることができなくなります。なお、承認された

　期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入さ

　れますが、年金額には反映されません。就職などで、収入

　が得られるようになった場合は将来受け取る年金を増額す

　るため、１０年以内であれば、保険料を納めることができ

　る「追納制度」が利用できます。

問合せ　役場住民福祉課 　８２－１２２１ 
　　　　秩父年金事務所 　０４９４－２７－６５５９



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

◎今後予定されているイベント

・春の絵画展
  　３月８日（金）～４月７日（日）
　　主　催　ギャラリー美輝

　和紙でスイセンの花を作って、お部屋などに飾って
みませんか？
　誰でも簡単に作れるように教えていただきます。

日　時　４月２１日（日） 午前９時～正午まで
場　所　コミュニティセンター「やまなみ」集会室
内　容　東秩父の和紙を使用し、花を作ります。
　　　　（スイセン）
講　師　新井　マサ氏　　　
参加費　５００円  
募集人数　村内在住または在勤の方
　　　 （小学生４年生以下の方は家族の方と参加ください） 
持ち物　はさみ、ボンド、ものさし、鉛筆など
その他　出来上がった作品は和紙の里文化フェスティ
　　　　バルで展示します。その後、各自にお返しし
　　　　ます。
申込み　４月１０日（水）までに教育委員会へお申し込
　　　　みください。
問合せ　教育委員会 　８２－１２３０
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◆『和紙フラワー作り教室』
　　　　　　　を開催します◆
◆『和紙フラワー作り教室』
　　　　　　　を開催します◆

東秩父写友会 ―花の中の写真展 を開催します― 
　色とりどりの花が咲き誇る早春の白石地内にお
いて、東秩父写友会主催の「花の中の写真展」を
開催します。
　皆さまのお越しをお待ちしています！！

開催期間　４月５日（金）～４月２８日（日）
場　　所　白石地内
問 合 せ　東秩父写友会会長　栗島 光政

　　 ８２－０１７８



生年月日　平成２４年３月２６日

　　　　　　　　　（大字坂本）

お父さん：和　也 さん

お母さん：真由美 さん

　はじめまして。那です。

　ママに毎日おんぶしてもらって、

ねんねしてしてます。最近あんよ

が上手になって、お兄ちゃんの後

についていったり、歌に合わせて

踊ってるんだ！！

　絵本が好きで、お気に入りはノ

ンタンです
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２
月
21
日
お
よ
び
２
月
28
日
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

人
権
・
同
和
問
題
啓
発
指
導
者
養
成

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
毎
年
、
村
議
会
議
員
、

民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
各
社
会

教
育
団
体
や
企
業
職
員
の
方
々
を
対

象
に
、
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識
を
も
ち
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
で
き

る
指
導
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
『
人
権
の
世
紀
を
確
か

な
も
の
に
』
と
題
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
の
稲
葉
日
出
夫
先
生
に
講
演
し

人
権
・
同
和
問
題
啓
発
指
導
者
養
成
講
座
を
開
催

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
権
教
育
に

位
置
づ
け
た
同
和
教
育
の
取
組
み
や

人
権
教
育
に
お
け
る
育
て
た
い
資
質

・
能
力
の
３
つ
の
側
面
、　

知
識

的
側
面
（
理
念
）
、　

価
値
的
・
態

度
的
側
面
（
理
論
）
、　

技
能
的
側

面
（
実
践
）
の
お
話
、
ま
た
、
子
ど

も
の
い
じ
め
問
題
お
よ
び
子
育
て
に

関
し
て
お
話
し
し
て
い
だ
き
、
受
講

者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
〜
も
し
も
あ
の
日
に
戻

れ
た
ら
〜
」
を
視
聴
後
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
討
議
を
行
い
、
い
じ

め
の
視
点
や
定
義
、
な
く
す
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
、
ど
の
グ
ル

ー
プ
も
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
助
言
者
と
し
て
各
小

中
学
校
長
に
お
願
い
し
、
適
切
な
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
２
日
間
参
加
い
た
だ
い

た
受
講
者
30
名
の
方
に
は
修
了
証
を

交
付
し
、
今
後
は
地
域
や
職
場
に
お

い
て
人
権
・
同
和
教
育
に
関
す
る
指

導
者
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

東
秩
父
村
教
育
委
員
会

　毎年、村では村内の観光スポットを知っていた
だくためにハイキングを実施しています。今回は
二本木峠に登ります。
開 催 日　５月５日（日）雨天中止
　　　　　（中止の場合は防災無線でお知らせし
　　　　　ます）
集合場所　旧西小学校グランド
集合時間　午前９時（二本木峠到着予定：午前１１時頃）
コ ー ス　旧西小学校～内手～二本木峠
　　　　 （山頂で自由解散となります）
参 加 費　無料
持 ち 物　昼食、飲み物、雨具、その他ハイキン
　　　　　グで必要と思われるもの
協　　力　山の会・アマチュア無線クラブ・各学
　　　　　校ＰＴＡ・スポーツ推進委員会
問 合 せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０

二本木峠ハイキング
…新緑の二本木峠を親子、仲間で
　　　　　　一緒に歩きませんか…

　皆さんも手づくりふるさとマーケットに出店してみま

せんか？和紙の里文化フェスティバルでは、地域住民に

よる手づくりをテーマとしたマーケットを開催します。

雑貨創作や各種料理など、さまざまなジャンルを受け付

けます。ぜひこの機会にご参加ください！！

●日　時　５月１８日（土）・１９日（日）
　　　　　午前１０時～午後４時
●場　所　東秩父村和紙の里 中庭　
●出店数　１０店舗（先着順）
●出店料　無料　●応募資格　村内在住者および関係者
●申込期間　４月１日（月）～２６日（金）
　　　　　※ただし予定数に達し次第締め切ります。
　　　　　※出店は１８・１９日両日でも、１日だけで
     　　　　 もかまいません。また、テントを使用しま
　　　　　　すので雨天でも行います。

申込み・問合せ　総務課 　８２－１２２６

第28回和紙の里文化フェスティバル
＊手づくりふるさとマーケット出店者募集＊



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　　西武ライオンズ 感謝デーのお知らせ

　埼玉西武ライオンズでは、東秩父村の皆さんへの日頃の感謝の意味を込め、

東秩父村に在住、在勤、在学の皆さまを対象とした感謝デーを実施し、地域限

定の割引入場券を感謝価格でご提供します。皆さまのご来場を心よりお待ちし

ています。

日　　時　５月６日（月・祝）午後１時試合開始（午前１０時に入場券販売開始予定）

場　　所　西武ドーム（内野指定席Ｃ ※１塁側・３塁側選択可）

対戦相手　北海道日本ハムファイターズ

対　　象　東秩父村在住・在勤・在学の方

料　　金　１,２００円（おとな・こども共通）

購入方法　西武ドームチケットセンター窓口およびライオンズストア

　　　　　＠大宮アルシェ／所沢Sta.／本川越Sta.／西武池袋本店にて、東秩父

　　　　　村に在住・在勤・在学とわかるもの（免許証、保険証、社員証、学

　　　　　生証など）をご提示ください。お一人さま６枚まで購入可能です。

問 合 せ　埼玉西武ライオンズインフォメーションセンター 　

　　　　　 　０５７０－０１－１９５０

　　 埼玉県食品表示調査員の募集について
　県では農林物資の規格化および品質表示の適正化に関する法律（ＪＡＳ法）

に基づく食品の品質表示の適正化と同制度の普及を図るため、県民の皆さまに

食品表示のモニター活動を行っていただく「平成２５年度埼玉県食品表示調査

員」を募集します。

対　象　県内在住で20歳以上の人　任期　平成25年6月～26年3月　定員 100人（選考）

内　容　食品販売店で日常の買い物をしながら食品の表示を確認し、定期的に

　　　　報告（年間20店舗程度） ※6月13日（熊谷市内）もしくは14日（さい

　　　　たま市内）の午後に指定する会場で研修を予定しています。報告に応

　　　　じて年間で謝金8,000円をお支払いします。

申　込　4月22日（月）（必着）までに、はがき、FAXまたは電子メールで、

　　　　住所、氏名（フリガナ）、電話番号、年齢、職業、応募理由（100字

　　　　程度）を明記の上、埼玉県農林部農産物安全課あてにご応募ください。

　　　　選考結果は５月末までにお知らせします。

応募先・問合せ　〒330-9301さいたま市浦和区高砂3-15-1

　　　　埼玉県農林部農産物安全課  　048-830-4110  ＦＡＸ048-830-4832

メールアドレス：a4070 -06@pre f . s a i t ama . l g . j p

県民相談 ＊県民相談総合センター（本庁）に一本化します＊
　埼玉県では、各地域振興センターの県民相談を廃止し、本年４月からの県民　
相談を次のとおり県民相談総合センター（本庁）に一本化します。

●日　時　・県民相談および行政相談（平日）
　　　　　　電話：午前９時～午後５時
　　　　　　面談：午前９時～正午・午後１時～４時
　　　　　・法律相談（要予約）：午後１時～４時（民事・家庭問題 毎週月・
　　　　　　火・木曜日、サラ金・多重債務問題 第１・２・３金曜日、司法書
　　　　　　士相談 第３水曜日）※いずれも祝日・年末年始を除きます。
●相談・予約電話番号 　０４８－８３０－７８３０
●場　所　埼玉県庁第２庁舎１階 県民相談総合センター
※東部、川越比企、北部、秩父各地域振興センターの県民相談の廃止に伴い、
　春日部、川越、熊谷、秩父各地方庁舎において、職員による面談および弁護
　士による法律相談を県民相談総合センター職員が出張して行います。
出張日時　　出張日：春日部・毎月第１・２・３水曜日、川越・毎月第２・３
　　　　　　・４火曜日、熊谷・毎月第１・３・４水曜日、秩父・毎月第２・
　　　　　　４木曜日
　　　　　　面談：午前９時３０分～正午、午後１時～４時
　　　　　　法律相談：午後１時～４時（　、　のいずれも前日までに要予約）
問合せ　県民相談総合センター 　０４８－８３０－７８３０

　埼玉県警察官募集
　平成２５年度第１回埼玉県警察官採

用試験を実施します。

試験日　５月１２日（日）

願書受付期間 

　　　　４月１日（月）～１５日（月）

問合せ　小川警察署 　

　　　　　７４－０１１０

平和資料館休館のお知らせ
　平和資料館はリニューアル工事のた

め、４月１日から９月末（予定）まで

休館します。 

問合せ　埼玉県平和資料館 

　　　　　３５－４１１１ 

 東秩父写友会
 　会員を募集します！！
　
　東秩父写友会では、写真を楽しむ方

を募集しています。

　入会を希望される方は、下記までご

連絡ください。ご入会お待ちしていま

す！！

申込み・問合せ 

東秩父写友会会長

　　栗島光政　８２－０１７８

または写友会会員まで

 ★ヨガ教室を開催します★
　暖かな季節になりました。今年度の
運動教室はヨガからスタートです。初
心者はもちろん、普段あまり運動をし
ない方も、ぜひご参加ください。体を
少しずつほぐして、身も心も軽くなり
ましょう！

日　程　木曜　午後1時30分～3時 （６回）
　　　　５月１６日・２３日・３０日
　　　　６月６日・１３日・２０日
　　　　☆昼食は消化の良いものを早
　　　　　めにとるか、軽くとる程度
　　　　　にしてください。
会　場　保健センター
持ち物　運動のできる服装、はだしま
　　　　たは五本指の靴下、タオル、
　　　　飲み物
講　師　新島 登美子 先生
対　象　おおむね３０歳～６５歳まで
　　　　の在住または在勤者
申　込　４月３０日（火）までにお申
　　　　込ください。
　　　　定員３０名になり次第締め切
　　　　ります。
問合せ　保健センター　８２－１５５７



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　            ４月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。

   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　４月１６日（火）

　　　　午後１時～３時まで

場　所　役場１階　中会議室

問合せ　社会福祉協議会　 82-1238

　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

   ７日　上野診療所（内科・循環器科）　　　　　　川島町　 049-297-6633  

１４日　内田医院（内科・小児科）　　　　　　　　小川町　　　　72-0516 

２１日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻科）　　　　　　東松山市　　　22-3478

２８日　白井医院（内科・呼吸器内科）　　　　　　吉見町　　　　54-0062

２９日　ほしこどもおとなクリニック　　　　　　　東松山市　　　24-0753

　　　 　（小児科・内科・アレルギー科）

　　　　　

　東秩父村では、農業振興地域の整備に関する法律に基づいて、農業振興地域

整備計画を策定し、農業振興を図っていく農地を農振農用地として指定し保全

に努めています。

　この指定した農用地に住宅、資材置場、駐車場等を建設するため、農地転用

を計画する場合は、農地転用申請の前に農振農用地から除外（農振除外申請）

する必要があります。除外手続については、下表のとおり受付期間は年２回で

す。計画をお考えの方はお見逃しないようお願いします。なお、除外が許可さ

れるまでに約５ヶ月かかりますので、計画は余裕をもってお立てください。

　受付期間
　　１回目 ５月１日～１５日　　２回目 １１月１日～１５日

　　　　　　　午前８時３０分～午後５時（土日、祝日を除く）

　受付場所　　産業建設課

問合せ　産業建設課農振担当 　８２－１２２３

農振除外申請の受付について

　　  平成2 5年度国税専門官採用試験

受験 資 格　１　昭和58年4月2日～平成4年4月1日生まれの者

　　　　　　２　平成4年4月2日以降生まれの者で次に掲げるもの

　　　　　　　 （１）大学を卒業した者および平成26年3月までに大学を卒業

　　　　　　　　　　 する見込みの者

　　　　　　　 （２）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認める者

試験の程度　大学卒業程度

申 込 方 法　【原則】インターネット申込み

　　　　　　○次のアドレスへアクセスし、説明に従って入力

　　　　　　　http ://www. j i n j i - sh i ken .go . jp/ juken .h tm l

　　　　　　○受付期間 4月1日（月）午前9時～11日（木）[受信有効]

　　　　　　【インターネット申込みができない場合】郵送または持参

　　　　　　○提 出 先　希望する第1次試験地に対応する国税局または国税　

　　　　　　　　　　　　事務所

　　　　　　○受付期間　4月1日（月）～2日（火）

　　　　　　　　　　　 （4月2日までの通信日付印有効）

試　験　日　第１次試験日　6月9日（日）

　　　　　　第２次試験日　7月16日（火）～23日（火）のいずれか第1次試

　　　　　　　　　　　　　験合格通知書で指定する日時

問　合　せ　●インターネット申込みに関する問合せ

　　　　　　　人事院人材局試験課 　０３－３５８１－５３１１

　　　　　　●上記以外の問合せ

　　　　　　　関東信越国税局人事第二課試験係　 ０４８－６００－３１１１

  乳幼児歯科相談
 
日　時　４月１０日（水）

　　　　午前１０時～１１時３０分

場　所　保健センター

対　象　乳幼児とその保護者

内　容　育児相談、身体計測、歯科

            相談

　　　　エプロンシアター

　　　　「アンパンマンとヨッシー」

　　　　フッ化物のお話

その他　当日は母子手帳をお持ちくだ

　　　　さい。

　　　　　あそびの教室も同時開催し

　　　　ていますので、ぜひご利用く

　　　　ださい。

☆成人の方の歯科相談（午前9時30分

　から要予約）も開催します。

問合せ　保健センター 

　　　　　８２－１５５７

全国健康保険協会（協会けんぽ）
　加入者の特定健診について
　加入者の特定健診は、生活習慣病予

防健診と言います。

　主に中小企業で協会けんぽへ加入さ

れている方とその扶養者は、市町村の

特定健診は受けられません。協会けん

ぽでは、加入者には直接事業所へ申請

書をお送りしています。

　また、その扶養者の受診券は平成

２５年度より直接ご自宅へお送りして

います。

　なお、協会けんぽの任意継続保険へ

加入されている方は、下記までお問い

合わせください。

問合せ　全国健康保険協会

　　　（協会けんぽ）埼玉支部

　　　　　０４８－６５８－５９１５ 

　　　　保健グループ



世帯と人口

世　帯　 1 , 1 1 4 　

人　口　 3 , 2 8 4

　 男　　 1 , 6 4 3

　 女　　 1 , 6 4 1

転 入    8   転 出   3

出 生   2　 死亡   9

※世帯と人口は３月１日現在、

その他は２月中のうごきです。

２月中の人口動態

土木工事等のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

『東西合同いきいきサロン』
　　を開催しました！

注射日程および会場

　 実　施　日　　　　会　　　　　 場　　　　  時　　　間

　　　　　　　　 高齢者生きがいセンター　　9：30～10：30

 ４月２２日（月）  東秩父村役場（表駐車場） 11：00～12：00

　　　　　　　　 東秩父村ふるさと館（旧大内沢分校）   13：30～14：30

　　　　　　　　 保健センター　　　　　　　9：30～10：30

 ４月２３日（火）
  
皆谷集落センター　　　　 11：00～12：00

　　　　　　　　 白石車庫　　　　　　　　 13：30～14：00

　現在、村内等で発注されている道路工事等です。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力を
お願いいたします。

県発注工事
・居用治山測量設計業務委託【大内沢地内】
・地方特定道路（改築）整備工事
　　　　　　　（滝ノ前橋下部工）【皆谷地内】
・２４東第１６０１号（三沢・坂本）
　　　　　　　　　　農道整備工事【三沢地内】
平成24年11月20日～平成25年４月29日まで全面
通行止めが延期になりました。

村発注工事等
・なし

　３月１１日、保健センターにおいて、「東西合同いきいき
サロン」が行われました。当日は、５４人の方が参加され、
１１人のボランティアの方々にご協力をいただきました。
　みんなで曲に合わせて体操をしたり、カラオケや踊りを
披露するなど、充実した時間を過ごせたようです。
　「いきいきサロン」は地域包括支援センターで行ってい
る介護予防に関する取組の一つで、地域のボランティアの
方々を中心に参加者の皆さんと内容を検討しながら実施し
ています。興味のある方はぜひご参加ください！

　犬の所有者は、犬の登録と年１回の狂犬病予防注射
を受けさせることが法律で義務づけられています。
　今回の集合注射を利用して、予防注射を受けるよう
にしましょう。
●対象となる犬
　生後９１日（３ヶ月）を経過した犬。集合狂犬病予
防注射を受けられない場合は、お近くの獣医師にて注
射を受け、役場で注射済票の交付を受けてください。
※飼い犬が死亡した時は、役場までご連絡ください。

「安全に集合狂犬病予防注射が受けられるために」
　狂犬病は、感染して症状が出てしまうと人も犬も100％死
亡する恐ろしい人畜共通伝染病です。犬が安全にこの注射が
受けられるため、下記の点に気をつけてください。
　予防注射は、犬の健康状態がすぐれない時は接種を延期し
　ます。
　健康に対して不安がある場合は、かかりつけの獣医師に事
　前に相談してください。
　健康な状態であっても、ごくまれにショック症状等、副作
　用が起こることがあります。注射後は、犬の状態をいつも
　より注意深く観察してください。もし異常が出た時は、会
　場でまだ注射が行われている時間ならば会場へ運んでくだ
　さい。会場での注射が終了している場合は、最寄りの獣医
　師の病院へ連絡をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県獣医師会東松山班

集合狂犬病予防注射を実施します

※今年度より萩平公会堂下については、登録頭数の減
　少のため行いません。
　別会場にて注射を受けていただくようご協力をお願
　いします。

●注射等の費用（犬１頭につき）
　※注射会場は混み合いますので、おつりのないよう
　　お願いします。
　　　　　　　　　　　　◇新規登録の犬
◇登録済の犬　　　　　　　登録手数料　         3，000円
狂犬病予防注射料　2，750円　　狂犬病予防注射料　2，750円

注射済票交付手数料　550円　　注射済票交付手数料　550円

          計   3，300円    　計             6，300円

問合せ　保健衛生課 　　８２－１７７７
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